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2Ｑ．二輪車の高速道路料金定率割引きが始まるが 100km 以上走行が
　　対象等、使いずらいのでもっと使い勝手のいいようにしてもらいたい。

Ａ．ご意見を伺いながら取入れていきたい。

Ｑ．オートバイ販売台数を減らしたのは駐車禁止等の政策に
        よる政治なんです。販売店のことを考えるべきなのです。
        販売台数を復活する方策は検討しているか。
  
Ａ．バイクの便利さと魅力と安全性という全てを消費者の皆様
        に伝えていくことが我々の使命だと思っています。
        省庁横断的にしっかり対応して必要な人たちに必要な
        バイクが届くような環境づくりは大事であると思います。

Ｑ．自動車産業戦略において国内販売 100 万台を目指すための具体策が必要である。

Ａ．世界では日本のオートバイはブランドになっている。引き続き国内の二輪車の
　　利用環境の整備を進めて国内需要の喚起と産業競争力の強化に努めていきたい。

Ｑ．オートバイ等の利活用促進のための省庁・
　　自治体や民間を含めた会議体を総理の
　　リーダーシップで創設して頂きたい。

Ａ．多種多様なモビリティーの利用促進に
　　向けて関係省庁が一体となって、官民が
　　しっかりと連携を図り取組みを進めたい。
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